２　南条・杉原の反目と南条の去就
　　　　　　　　　　　はじめ大永４年５月の伯耆崩れに、伯耆における南条・小鴨の名家は、ことごとく尼子経久に破られ漂浪の身となったが、尼子滅亡の永祿以来、西方の雄毛利に属して旧領を回復し、杉原盛
南条宗勝の死　　　　重は尾高にあって伯耆西部を治め、東部は南条宗勝が羽衣石城にあってこれを菅した（前図参照）。しかるに、この杉原・南条の両氏は相反するにいたり、天正３年宗勝は富田城より帰途尾高に立ち寄ってEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(きょうえん),饗宴)を受けたが、帰城後急に病を発して死するに及び、杉原氏に毒殺されたのではない
南条氏・杉原氏の　　かとの疑が濃厚となり、しだいに両家の反目は其の度を加えたので、南条氏は長く毛利氏に附く
反目　　　　　　　　ことの不利なるをさとった。それのみならず吉川氏が富田城に在って、南条氏に対してその態度はつねに監視的であった。すなわち地図に表示した武将配置の状態にしても、尾高にあった盛重
南条方の配置　　　　を八橋にかえ、尾高には盛重の長男元盛を置き、由良城には杉原の臣木梨某を、また茶臼山及び馬ノ山は吉川氏これを管し、泊の河口城には盛重のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(むすめむこ),女婿)川口刑部を置き海岸の要害地をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(し),占)めた。これに対する南条方は宗勝の後に元続が立ち、弟の小鴨元清は岩倉にあり、南条の臣小森和泉守は松崎、山田佐助は羽衣石の大手方面なるEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(はな),埴)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(み),見)の高野宮城に、山田重直は北条の堤城にあったが、重直は、以前ひそかに志を毛利方によせていたもので、心許せぬ存在であった。
南条氏、秀吉に款　　　このように南条を監視EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(あつよく),圧抑)するがごとき態度に、南条氏は反意を抱いたが、天正の中ごろより
を通じた　　　　　　信長の勢力がEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ぜん),漸)次山陰に伸びようとするのを知り、ついに天正６年元続・元清兄弟は、尼子の遺臣福山次郎左衛門のすすめにより、秀吉にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(たよ),頼)よりEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(かん),款)を信長に通じた。

